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経済情報研究科は、大きく分けて経済学・経営学・情報科学の３つの研究分野を持ち、学部教育を踏まえ、

流の一層の促進のために優秀な留学生の受け入れを積極的に行います。

このような教育理念のもと経済情報研究科は、経済学・経営学・会計学・税務ほかの諸領域において活躍で

きる専門的職業人及び研究者、高度な情報科学の修得に基づき経済学・経営学・会計学・税務ほかの諸領域に

おいて活躍できる情報分野の専門的職業人及び研究者を養成することを目的としています。

経済情報研究科では、経済・経営・情報に関する高度な専門知識を持ち、国内外で活躍できる有為な専門

的職業人及び研究者を養成することを目的としています。このことを踏まえ、所定修了単位の修得と、修士論

文を提出し審査に合格することに加え、下記の要件を満たす学生に対して「修士（経済情報）」を授与します。

①経済学・経営学・情報科学に関する高度な専門知識や研究方法を修得している

②国際的な視野のもと、幅広い知見と高いレベルでの問題処理能力を発揮して、活動することができる

③社会の諸領域で高度職業人、専門的職業人、研究者として活躍できる能力を身につけている

経済情報研究科は、学位授与の方針に掲げる学修成果を達成できるように、次のように教育課程を編成し、

実施します。

経済情報研究科は、ディプロマ・ポリシーならびにカリキュラム・ポリシーにおいて具体化された教育理念・

教育目標に基づき、以下のような人を求めています。

尾道市立大学大学院 経済情報研究科

・ 教育理念 目的

・ 1.  マロプィデ（  針方の与授位学 ポリシー）

・ ・ 2.　教育課程編成  ムラュキリカ（  針方の施実 ポリシー）

・  ンョシッミドア（  針方のれ入受者学入　.3 ポリシー）

な研究と教育を行うとともに国際的な視野のもと、経済学・経営学・情報科学の新しい発展並びに地より高度

望を踏まえた教育と研究に取り組んでいます。更に、国際社会への貢献並びに教育・文化の国際交域経済の要

①専門科目において高度な知識・技能を身につけるための基礎力を養うため、経済系・経営系・情報科学系

の３分野について、それぞれ２科目、合計６科目の基礎科目を配置します。

②企業・自治体・地域社会で組織の経営を担う高度職業人、税理士・公認会計士等の専門的職業人、研究者

など、学生各人の将来設計に対応した高度で幅広い知識と技能の修得をはかるため、経済系・経営系・情

報科学系の３分野について、総計２０数科目に及ぶ専門科目を設置します。

③徹底した少人数教育と個別指導により、研究能力と論文作成能力を鍛え、創造性に富む修士論文を完成

させるため、入学時から指導教員の個別最適な指導を受けることができるように１年次には「研究演習」

を、指導教員の指導のもと、修士論文を作成するために２年次には「研究指導（論文指導）」を配置します。

①学士課程教育において、専門的知識・技能と、日本語および外国語によるコミュニケーション能力とを高

めることで、日本や世界の諸問題の解決に寄与する能力を身につけている人［論文試験、面接試験（研究

計画書を含む）、日本留学試験「日本語」］

②学士課程教育において、経済・経営・情報の３分野に関する専門的知見を、人間・社会・自然に関する他

分野の学問的知見と組み合わせることで、高度に情報化した現代経済社会の意味を探究する能力を身につ

けている人［論文試験、面接試験（研究計画書を含む）］

③学士課程教育において、経済・経営・情報の３分野に関する専門的知識および基礎的技能を修得し、それ

らを活用して現代の経済社会を多面的に理解し、家庭・企業・地域等で活躍する能力を身につけている人

［論文試験、面接試験（研究計画書を含む）］

④本研究科で学修することによって、官公庁や企業において経済・経営・情報分野の指導者、海外で活躍す

る国際公務員や公共団体・民間団体の国際交流担当職員、地域の活性化に貢献する地域社会の指導者、税

理士や公認会計士、経済学・経営学・会計学・情報科学等の分野の研究者を目指す人［論文試験、面接試

験（研究計画書を含む）］

※［　］内は対応する入学者選抜における評価を示します。
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経済と企業活動のグローバル化、情報化社会の到来によって、学習しなければならない事柄の高度化、専

門化、多岐化が進んできており、そのことが大学院教育に新しい課題を提供しています。大学院経済情報研究

科（修士課程）は、経済・経営・情報の三分野の連携による高度な専門教育を提供し、併せて、地域企業の経

営者・就業者、地域行政担当者および商業科教員等の社会人のためのリカレント教育や、情報処理能力に優れ

た人材の養成、税理士志望者の受け入れ等の要請にも応えることを目指しています。

学問的裏づけがあって、しかも実践的問題解決能力を備えた人材の育成が本研究科の教育のねらいです。

資格取得等に関しては、修士学位取得者に対する教職課程専修免許状（商業）と、税理士試験における「修

士学位による試験科目免除」制度があります。いずれも科目履修等について一定の基準を満たさなくてはなり

ません。

経済情報研究科（修士課程）入学生を次のように募集します。

研 究 科 名 専 攻 名 募集人員 備 考

経済情報研究科 経済情報専攻 ８名
募集人員は、社会人および

外国人留学生を含む。

※入学生の募集は、春入学試験（前期日程・後期日程）・秋入学試験の計３回行い、あわせて８名を

募集人員とします。

（１） 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第８３条に定める大学を卒業した者および２０２７年３

月卒業見込みの者

（２） 学校教育法第１０４条第７項の規定により独立行政法人大学評価・学位授与機構から学士の学位

を授与された者および短期大学または高等専門学校の専攻科を２０２７年３月までに修了見込みの

（３） 外国において、学校教育における１６年の課程を修了した者および２０２７年３月までに修了見

込みの者

（４） 文部科学大臣の指定した者（昭和２８年２月７日文部省告示第５号）

（５） 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると

認めた者で、入学時において２２歳に達する者（事前出願資格審査対象 注を参照）

（短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校の卒業者その他の教育施設の修了者等）

（６） その他本学大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

（事前出願資格審査対象 注を参照）

（１）２０２７年３月３１日現在において、大学卒業後２年以上経過している者および出願資格１の（４）

に該当することとなった後２年以上経過している者

（２） 現職教員（教諭一種免許状取得者または２年以上の経験を有する者）

（３） その他本学大学院において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、２４歳に

達した者（事前出願資格審査対象 注を参照）

日本国籍および日本における永住資格を有しない者で、次の各号のいずれかに該当し、日本語能力試験

の試験成績においてＢ２以上と参考表示されていて、留学を継続するための経費支弁能力を有する者

（１） 出願資格１の（３）に該当する者で、独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験にお

いて「日本語」を受験している者

（２） 日本において外国人留学生として大学を卒業した者および２０２７年３月卒業見込みの者

Ⅰ　 経済情報研究科の概要

Ⅱ　 募 集 人 員

Ⅲ　出 願 資 格
１　次の各号のいずれかに該当する者

２　出願における社会人の定義

３　外国人留学生の定義

者で、同年３月同学位を取得見込みの者
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格審査対象 注を参照）

注）出願資格１の（５）（６）、２の（３）、３の（３）に該当する者は、事前に出願資格の審査を行う

必要がありますので、尾道市立大学大学院事務局に問い合わせてください（３ページ参照）。

事前出願資格審査の受付期間

前期日程 ２０２６年 ７月２４日（金）から ７月３１日（金）まで

後期日程 ２０２６年１２月 １日（火）から１２月 ８日（火）まで

書類等の名称 提出該当者 摘 要

①入学試験志願票 全 員
本学所定の用紙に記入してください。裏面の履歴書

も記入してください。

②受験票・写真票

(兼領収書)
全 員

本学所定の用紙に記入してください。受験票と写真

票の写真は、必ず同じものにしてください。

③卒業(見込)証明書
出願資格１の(1)

(3)(4)に該当する者

出身大学長または学部長が作成したものを提出し

てください。

④学位授与証明書
出願資格１の(2)

に該当する者

大学評価・学位授与機構が作成したものを提出して

ください(欄外の注を参照)。

⑤成績証明書 全 員
出身大学（長）または学部（長）が作成し、厳封し

たものを提出してください。

⑥研究計画書 全 員

本学所定の用紙（様式１）に記入し、提出してくだ

さい。１，５００字程度（ただし社会人は３，０００

字程度）。

⑦日本語能力試験の成績

証明書

出願資格３に

該当する者
成績証明書を提出してください。

⑧日本留学試験「日本語」

の成績確認書

出願資格３の（１）

に該当する者
成績確認書を提出してください。

⑨住民票等の写し等 外国人留学生

日本に在住する者は、市区町村発行の「住民票の写

し」（在留資格、在留期間明記のもの）を、それ以外

の者は旅券の写しを提出してください。

※「住民票の写し」は交付された原本を提出してくだ

さい。

⑩入学検定料

３０，０００円

（外国人留学生は、

１５，０００円）

全 員

郵便局で３０，０００円分の『普通為替証書』の発

行を受け、入学試験志願票その他の提出書類と一緒に

提出してください。なお、「受取人指定欄」および受

取人の「ところ」、「名前印」の箇所には、何も記入し

ないでください。

⑪返信用封筒

(受験票等返送用)
全 員

本学所定の封筒に志願者の郵便番号・住所・氏名を

明記し、定形５０g＋速達分の切手を貼ったもの。

注１）出願資格１の（２）に該当する者のうち、既に学位を授与された者にあっては学位記の写し、授与見

込みの者にあっては在籍する短期大学の専攻科または高等専門学校の専攻科の修了見込証明書および

学位を授与する予定である旨の短期大学長または高等専門学校長の証明書を提出してください。

２）外国語で作成された書類には、必ず日本語訳を添付してください。

３）出願書類の内容を点数化して、面接試験の点数に含みます。

Ⅳ　 出 願 手 続
１　出願書類および入学検定料

（３） その他本学大学院において、上記（１）、（２）と同等以上の学力があると認めた者（事前出願資
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出願は所定の出願用封筒を用い、「簡易書留速達」扱いの郵便または直接持参により提出してください。

直接持参の場合の受付時間は、平日の午前９時から午後５時までとします。

受付期間

提出先 〒７２２－８５０６

広島県尾道市久山田町１６００番地２

尾道市立大学大学院事務局

電話（０８４８）２２－８３１１（代）

（０８４８）２２－８３８１（直）

① 出願手続が完了した者の出願書類および入学検定料は返還できません。

② 社会人および現職教員等にあっては、入学手続の際、就学許可書（様式３）を提出しなければな

りません。

③ 出願書類に不備がある場合は、受理できません。

④ 出願手続が完了した者へは、受験番号を記載した受験票を速達で送付します。受験票が届かない

場合は、尾道市立大学大学院事務局へ問い合わせてください。

出願資格１の（５）（６）、２の（３）、３の（３）に該当する者のみ必要です（１～２ページ参照）。

提出書類により審査を行います。

① 入学試験志願票（本学所定用紙）

裏面の履歴書も記入してください。

② 入学試験資格審査申請書（様式２）

③ 最終卒業学校の卒業（見込）証明書と成績証明書

④ 学習歴の証明書（卒業（修了）証明書、成績証明書）

審査のため、高等学校卒業後のすべての学習歴（短期大学、専門学校等）の証明書

⑤ 実務・活動歴、資格等を証明する書類

勤務先の長が証明した、研究内容・従事期間が明記され、研究内容が客観的に判断できる証明等。

種類、様式は任意です。

２　出願方法

３　事前出願資格審査

（１） 願書受付期間および提出先

前期日程　２０２６年　８月３１日 （月）　  ～　９月 　４日 ）着必（ ）金（
後期日程　２０２７年　１月　 ４ 日  （月）　  ～　１月１２日 ）着必（ ）火（

（２） 留意事項

（１） 事前出願資格審査の内容

（２） 入学資格確認のための提出書類
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受験上特別な措置および修学上特別な配慮を必要とする者は、尾道市立大学大学院事務局へ出願の前に

相談してください。

　なお、相談の内容によっては対応に時間を要することもありますので、できるだけ早い時期に相談して
ください。

（１）出願について不明な点は、尾道市立大学大学院事務局に照会してください。

電話（０８４８）２２－８３１１（代）

（０８４８）２２－８３８１（直）

（２）募集要項を請求するときは、表に「経済情報研究科 大学院学生募集要項請求」と朱書きし、返信用

封筒（角形２号、郵便番号・住所・氏名を明記し、定型外・規格内５００ｇ（速達の場合は＋相当料金）

を記入したものを同封してください。

分の切手を貼ったもの）を同封し、請求してください。また、任意の紙に、「氏名」「連絡先（電話番号）」

（３）出願書類や入学手続に関して本学が知り得た個人情報および入学試験の成績や結果に関する個人情報

は、「尾道市立大学における個人情報の取扱い及び管理に関する規程」に基づき適正な管理を行います。

これらの個人情報は、入学者選抜業務のほか教育的な目的や学生生活に関連して利用する場合がありま

す。

４　障害等のある入学志願者との事前相談

５　出願に関するその他の事項

事前相談の受付期限 前期日程　２０２６年　８月　 ７ 日 （金）  まで
後期日程　２０２６年１２月　 ４ 日  （金）  まで
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試      験      日 試   験  会  場 

前 期 日 程 ２０２６年 ９月１３日（日） 

尾道市立大学 

後 期 日 程 ２０２７年 １月３１日（日） 

 

 

    ＪＲ山陽本線尾道駅より 
     駅前バスターミナル（③番のりば）より「尾道市立大学」または「陽光台」行きバスで約２０～ 

４０分、「尾道市立大学」下車。 
 
    ＪＲ山陽新幹線新尾道駅より 
     南口（③番のりば）より「尾道市立大学」または「陽光台」行きバス約１５分、「尾道市立大学」 

下車。タクシー利用で約１０分。 
 

 

 
 

Ⅴ　 学力試験日および試験会場

尾道市立大学への交通

自家用車で送迎の場合、尾道バイパス　・　平原ＩＣ経由が便利です。
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論文試験、面接試験の結果および出願書類を総合して選考を行います。

合否判定は総合成績の６割以上を基準とします。

集合時間 試験時間 検 査 内 容 配 点

10：30

10:40～12:00
（80分）

論文試験

（指導分野テスト）

原則として第一希望の研究指導教員が

出題（出願時に希望研究指導教員名を

入学試験志望票に記入すること）

１００

13：00～ 面接試験 「研究計画書」を中心に試問 ２５

ただし、２０２７年３月に本学経済情報学部を卒業予定の学生のうち、２０２６年３月までに修得した

卒業要件単位数が１１０単位以上で、かつその学業成績がＧＰＡ２．８以上の志願者については、論文試

験を免除し、志願者が作成した「研究計画書」（様式１）を中心にした面接試験で選考を行います。

① 筆記試験開始後は、３０分以内の遅刻に限り受験を認めます。ただし、時間の延長は行いません。

② 「受験票」を忘れないように必ず持参してください。

③ 筆記試験時間中に机の上に置いてよいものは、筆記用具（黒の鉛筆またはシャープペンシル）、

消しゴム、鉛筆削り、時計（計時機能のみのもの）、眼鏡、ハンカチ、目薬、

ティッシュペーパー（袋または箱から中身だけ取り出したもの）です。

④ 試験会場およびその付近に食堂はありませんので、必ず昼食を持参してください。

大学の掲示板に合格者の受験番号を掲示するとともに、合格者には合格通知書を郵送します。

ホームページ（https://www.onomichi-u.ac.jp/）による合格発表も行いますが、あくまで補助的

な手段ですので、大学から郵送される合格通知書を必ず確認してください。

電話による合否の問い合わせには、一切応じません。

Ⅵ　 選抜の方法および学力試験時間割

受験上の注意事項

Ⅶ　 合格発表

前期日程　 ２０２６年　９月　 ８１  日 （金）  午前１０時
午前１０時後期日程　 ２０２７年 ２月　 ５ 日  （金）  
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① 合格通知書とともに送付する「入学手続要領」の説明を参照してください。

② 手続期間内に入学手続書類の提出と入学料の納入が行われることで、入学手続が完了します。

③ 入学料は合格通知書とともに送付する納付書に必要事項を記入し、手続期間内に最寄りの金融機関

の窓口で振り込んでください。

④ 書類の提出は、郵送または直接持参によって行ってください。なお、直接持参の場合の受付時間は

平日の午前９時から午後５時までとします｡

⑤ 入学手続先 〒７２２－８５０６

広島県尾道市久山田町１６００番地２

尾道市立大学大学院 事務局

電話（０８４８）２２－８３１１（代）

（０８４８）２２－８３８１（直）

⑥ 入学手続を完了した者には、入学手続期間終了後に、入学許可書を送付します。

区 分 入 学 料 対 象

市 内 ２８２，０００円

次のいずれかが尾道市内に、入学月の初日の

１年以上前から引き続き住民登録をしている者

・本人

・本人の配偶者または１親等の親族

市 外 ４２３，０００円 上記以外の者

注１）外国人留学生の入学料は、市外の金額の１/２に減額されます。

２）入学料は前年度の金額です。

３）本学学部生（卒業生を含む。）が入学する場合の入学手続時納付金については、上記入学料から

２８２，０００円を控除した額とします。

４）経済情報研究科では、ノート型パソコンが必携となります。詳細は入学前にお知らせしますが、

場合によっては新たに購入する必要があります。ＡＩを研究テーマとしている場合は、

指導を希望する教員に購入前に相談をして下さい。（前年度大学斡旋ノート型パソコンは１３万円程度）

① 誓約書

② 卒業証明書または修了証明書

入学手続時に卒業見込みまたは修了見込みの者は、２０２７年３月２６日（金）までに提出してく

ださい。

③ 住民票の写し（交付された原本）

入学手続時納付金の区分において、市内に該当する者のみ提出してください。

④ 就学許可書（様式３）

学校・官公庁・会社等に在職中の者のみ、提出してください。

Ⅷ　 入学手続

前期日程　２０２６年　９月　 ４２  日 （木） ～１０月　９日（金） 　午後５時まで（必着）
午後５時まで（必着）後期日程　２０２７年 ２月　 ８ 日  （月）～　２月２６日（金）  

（１） 入学手続期間

（２） 入学手続の方法

（３） 入学手続時納付金

（４） 入学手続に必要な書類
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① 必要な手続を期間内に行わない場合には、本学への入学を辞退したものとして取扱います。

② いったん受理した入学手続書類および納付金は、いかなる理由があっても返還できません。

③ 入学手続を完了した後、入学を辞退する者は、入学辞退届（様式自由。辞退理由を明記の上、

署名、捺印のこと）を尾道市立大学大学院事務局へ提出してください。

入学後に必要となる経費

項 目 金 額 備 考

① 授 業 料 ５３５，８００円［年 額］ ４月、１０月に分けて納入

②
学生教育研究

災害傷害保険料
２，４３０円［２年分］ ４月に納入

③ 後援会入会金 １０，０００円

４月に納入

④ 後 援 会 費 ５０，０００円［年 額］

注１）外国人留学生の授業料、後援会入会金、後援会費は上記の金額の１/２に減額されます。

２）以上は前年度の金額です。

大学院設置基準第１４条に定める教育方法の特例を実施します。特例が適用されるのは、社会人学生に限

ります。この特例の適用については、本研究科に照会してください。

職業を有している者等を対象として、標準の修業年限を超えて一定の期間にわたり、計画的に教育課程

を履修して課程を修了できる制度です。

この制度による授業料は、標準の修業年限分の授業料総額を計画的に履修することが認められた一定の期

間の年数で分割して納めることができます。

なお、この制度の適用については、本研究科に照会してください。

Ⅸ　 大学院設置基準第14条に定める教育方法の特例の実施

Ⅹ　 長期履修制度

（５） 入学手続上の注意事項

（６） 諸経費その他
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授業科目の名称 担当教員
配当

年次

開講学期 単 位

前期 後期 必修 選択

基
礎
科
目

マクロ経済学特論 井本 伸 １・２ ○ ２

ミクロ経済学特論 堀江 進也 １・２ ○ ２

経営学特論 西村 剛 １・２ ○ ２

財務会計特論 津村 怜花 １・２ ○ ２

情報技術特論 木村・南郷 １・２ ○ ２

経済情報数学特論 宮川 貴史 １・２ ○ ２

專

門

科

目

経

済

系

計量経済学特論 岡本 隼輔 １・２ ○ ２

財政学特論 ２０２７年度着任予定 １・２ ○ ２

金融システム特論 神﨑 稔章 １・２ ○ ２

国際経済学特論 阿部 顕三＊ １・２ 集中 ２

経済政策特論 髙塚 順子＊ １・２ ○ ２

地方財政特論 ２０２７年度着任予定 １・２ ○ ２

地域経済論特論 荒井 貴史 １・２ ○ ２

社会保障特論 佐藤 沙織 １・２ ○ ２

経済学史特論 林 直樹 １・２ ○ ２

日本経済史特論 森本 幾子 １・２ ○ ２

公共経済学特論 荒井 貴史 １・２ ○ ２

経

営

系

経営組織論特論 横澤 幸宏 １・２ ○ ２

管理会計特論 田中 政旭 １・２ ○ ２

簿記論特論 津村 怜花 １・２ ○ ２

国際経営特論 趙 怡純＊ １・２ ○ ２

租税論特論 １・２ ○ ２

税務事例特論 １・２ ○ ２

マーケティング特論 渡邊 久晃 １・２ ○ ２

企業法特論 王 佳子 １・２ ○ ２

国際法特論 吉良 悟 １・２ ○ ２

情

報

科

学

系

データベース特論 高山 毅 １・２ ○ ２

統計学特論 南郷 毅 １・２ ○ ２

情報管理特論 大東 正虎＊ １・２ ○ ２

情報システム設計特論 有吉 勇介 １・２ ○ ２

情報ネットワーク特論 本田 治 １・２ ○ ２

大規模情報活用特論 木村 文則 １・２ ○ ２

人工知能安全性特論 秋川 元宏 １・２ ○ ２

研究演習Ⅰ
次ページ参照

１・２ ○ ○ ２

研究演習Ⅱ １・２ ○ ○ ２

研究指導（論文指導）Ⅰ
次ページ参照

２ ○ ○ ２

研究指導（論文指導）Ⅱ ２ ○ ○ ２

注１）＊印は兼任講師です。

注２）集中は集中講義を意味します。

Ⅺ　 授業科目と研究指導
（２０２７年度　開講予定科目および担当予定教員）

北野　富士和

北野　富士和
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担当教員 研究演習 研究指導（論文指導） 研究分野

荒井 貴史 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 公共経済学

井本 伸 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ マクロ経済学

林 直樹 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 経済学史／社会思想史

堀江 進也 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 応用ミクロ計量経済学

森本 幾子 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 日本近世・近代の流通経済史

岡本 隼輔 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 環境経済学／計量経済学

神﨑 稔章 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 金融論

佐藤 沙織 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 社会保障／社会政策

津村 怜花 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 簿記論／財務会計／会計史

西村 剛 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 経営学

横澤 幸宏 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 経営組織論／イノベーション・マネジメント

王 佳子 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 商事法

Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 租税法

吉良 悟 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 国際法

田中 政旭 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 管理会計

渡邊 久晃 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 消費者行動／マーケティング

有吉 勇介 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 情報システム設計／データ工学

高山 毅 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ データベース／観光情報学

南郷 毅 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 数学教育／情報教育

本田 治 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 情報ネットワーク／機械学習

木村 文則 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ テキストマイニング／ビッグデータ

宮川 貴史 Ⅰ・Ⅱ ― 数学

秋川 元宏 Ⅰ・Ⅱ Ⅰ・Ⅱ 人工知能

（修了要件）

・基礎科目から３科目６単位、研究演習４単位、研究指導（論文指導）４単位 計１４単位

・基礎科目と研究演習の上記単位数を超えた代替分を含む専門科目から８科目 計１６単位以上

合計 ３０単位以上

（２０２７年度　研究演習、研究指導（論文指導）担当予定教員）

北野　富士和



− 11 −- 11 -

年次・時期 研究指導スケジュール 研究指導概要（指導教員を中心にその都度指導を行う）

1年次

4月

9月

2月

3月

新入生オリエンテーション

（履修指導、学位論文執筆ガイダンス）

１年次履修科目の決定

研究計画の作成

4-8月 授業の受講、研究の遂行

後期履修科目の確認と見直し

10-1月 授業の受講、研究の遂行

研究成果の報告と研究計画の見直し

大学院での履修全般、修士論文執筆から提出までのスケジュールの

説明を受ける。研究倫理についての指導を受ける。

研究指導教員と相談して、2 年間の履修計画を決める。1 年次履修

科目を登録する。

指導教員と相談して、研究計画を作成する。

指導教員を中心に研究指導を受ける。

9月修了の2年生が行う修了発表会に参加 左記発表会に参加し、質疑応答を通して研究方法などを学ぶ。

前期の履修を踏まえ、後期の履修科目を確認する。

修士論文作成に向けて研究を遂行する。

3月修了の2年生が行う修了発表会に参加 左記発表会に参加し、質疑応答を通して研究方法などを学ぶ。

指導教員にこれまでの研究成果を報告し、研究テーマや内容の確認

を行う。

2年次

4月

9月

1月

2月

3月

在学生オリエンテーション

2年次履修科目の決定

4-8月 授業の受講、研究の遂行

後期履修科目の確認と見直し

10-1月 授業の受講、研究の遂行、学会大会参加

修士論文題目決定

修士論文の執筆

修士論文提出

修士論文審査

修士論文口頭試問

修了判定

修了発表会

学位（修士）の授与

2年次の履修についての説明を受ける。修士論文執筆から提出まで

のスケジュールを確認する。研究倫理についての指導を受ける。

研究指導教員と相談して、2年次履修科目を登録する。

指導教員を中心に論文指導を受ける。また、ゼミ内での修士論文中

間発表に参加する。

9月修了の2年生が行う修了発表会に参加 左記発表会に参加し、質疑応答を通して研究方法などを学ぶ。

これまでの単位修得状況を踏まえ、後期の履修科目を確認する。

指導教員を中心に研究指導を受ける。機会があれば、国内外の学会

などで研究成果を発表する。

指導教員と相談して、修士論文の題目を決定する。

修士論文完成に向けて執筆を行う。提出書式等の確認を行う。

その年度毎に決められた提出日（1 月 10 日前後）までに修士論文

を提出する。

主査1名（指導教員）、副査2名による修士論文審査を受ける。

修士論文審査にあたった3名の教員による口頭試問を受ける。

学内で公開の修士論文発表会（修了発表会）を行う。

※２年間での修了のケースを示しています。

※上記は３月学位授与のケースであり、状況により内容及び時期等を変更する場合があります。

Ⅻ　 研究指導スケジュールと研究指導概要

（  経済情報研究科  ）

2027年度　尾道市立大学大学院入学試験志願票

志願者氏名

現　住　所

郵便番号

性　別 国　籍

男・女 年　　　月　　　日生年月日

都　道

府　県

－ 電話（　　　　）　　　　－

フ　リ　ガ　ナ

受験番号 ※

緊急連絡先

出身大学等

出 願 資 格

郵便番号

国立

公立

私立

希望研究指導教員名

出　願　区　分
（該当するものを○で囲んでください。）

一　般　　　　　　社会人　　　　　　外国人留学生

希望する　　　　　希望しない

公務員　　　　民間会社　　　　現職教員　　　　その他（　　　　　　　　　）

長期履修制度
（該当するものを○で囲んでください。）

職　業　欄
（該当するものを○で囲んでください。）

第 一 希 望

第 二 希 望

・ ※印の欄は、記入しないでください。
・ 募集要項の説明をよく読んだ上で、必要事項を記入し、該当する事項を○で囲んでください。
・ 「国籍」欄は、外国人留学生として志願する者のみ記入してください。
・ 第二希望の指導教員がいない場合、第二希望欄に斜線を引いてください。
・ 文字は、全て黒色のペンまたはボールペンを用いて、楷書で記入してください。

【記入上の注意事項】

大　　学　　　　　　　　　　学部

短期大学　　　　　　　　　　学科

年　　　　月

1　大学卒業

2　大学卒業見込み

3　短期大学卒業

4　その他（　　　　　　　　　　　　　）

都　道

府　県

－ 電話（　　　　）　　　　－

募集要項XIの「研究指導（論文指導）担当予定教員」の中か

ら選んで、右欄に氏名を記入してください。ただし、着任予定

の場合は研究分野を記入してください。




